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第 1 編では最初に，ダイヤモンド砥粒によれば 2A砥粒の場合よりも各種被削材に対して小さい接
線比研削抵抗を示すことを見出し，このことを砥粒の摩擦特性と結びつけて論じている。一方，垂直
比研削抵抗は被削材の常温での塑性降伏圧力に近似できることを示し，砥粒先端部にかかる力学的負
荷の妥当なモデノレを与えている。
そして，乙れらの結果を用いて，砥粒はせん断応力に基づきぜい性破壊するという立場から，各種
被削材との関連よりみた砥粒の破壊特性を調べている。すなわち，簡単化した砥粒モデノレ内のすべり
線場の解析から砥粒内部の応力分布を求め，ある個所での応力が材料固有のせん断強度をこえたとき
破壊するとし，破壊条件式を導出している。この理論的結果は研削実験で観察された砥粒の挙動とよ
く一致する乙とを示し，被削材と関連づけた砥粒の破壊，摩耗挙動を統一的に説明している。
第 E 編ではまず，単粒研削法を用いて，被削材の化学的性質がダイヤモンド砥粒の摩耗に大きな影
響を持つ乙とを見出し，接触物質の重要性を指摘している。そして，アルミナ粉，銅粉，酸化鉄粉と
接触させた状態で，空気中および真空中加熱した場合，ダイヤモンドはほとんど変化なく，鉄粉中で
のみその表面にカーボンフイノレムが付着することを見出し，鉄がダイヤモンドの変態に果す特異性を
鉄の酸化現象より説明している。
次 lと，ダイヤモンドと金属を接触させて加熱した場合，組合せによりダイモンドの損耗が異なるこ
とから，金属との接触界面での拡散現象を調べている。ダイヤモンドと黄銅，チタン，ニッケノレの接
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触加熱実験では金属中への炭素拡散はみられないが，鉄中へのそれは顕著にみられ，ダイヤモンド表
面には‘浸食、とカーボンフイノレムの付着がみられることを示している。そして，この拡散による損
耗量と純鉄研削のさいのダイヤモンド砥粒摩耗量とはかなり良く一致し，ダイヤモンド砥粒の摩耗は
化学的，熱的要因に基づくことを明らかにしている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，近時益々その重要性がとなえられているダイヤモンド砥粒に関し，その破壊特性を被削
材の機械的性質との関連から考察し，また重要な工業材料である鉄鋼に対する適用性を詳細な実験に
よって熱的観点から解析し，多くの新知見を得ている。
特に，被削材と関連づけて，新しく提案した砥粒適性の定量的表現，ダイヤモンド砥粒の損耗機構
の基本的解明はこの種砥粒の適用指針を明確化しており，研削工学上ならびに工業上寄与するところ
が大きく，博士論文として価値あるものとみとめる。
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